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ココクール  マザーレイク・セレクション 2015
高島市内から３社が選定される！

　「ココクール　マザーレイク・セレクション」とは、
滋賀ならではの資源や素材を活かし、心の豊かさや上
質な暮らしぶりといった滋賀らしい価値観を持つ商品
やサービスをセレクトするコンクールです。
　今年度は、１８４件の応募の中から 10 件が選ばれ
ました。高島市内からは３社の商品やサービスが選定
されました。（高島市内企業の選定は初めて）　

（商工振興課）

　伝統的なふなずしにチー
ズを加え、現代風にアレン
ジしたオシャレなおつまみ。
ミリ単位で切られた厚みが、
生ハムのような軽やかな触
感を生み出している。

　江戸時代に行われていた
十
と み ず じ こ み

水仕込という古
いにしえ

の手法で
生み出される日本酒。現在
用いられている手法では生
み出すことができない濃密
で爽やか、鮮烈な美味しさ
がある。

　狐狸庵山人・遠藤周作も
愛した鮒寿しの名店「魚治」
が営む料亭。鮒寿しを中心
に、びわ湖の幸が味わえ、
湖に臨む部屋からの眺望も
素晴らしい。

薫彩堂　「チーズふなずし」（安曇川）

株式会社福井弥平商店  萩乃露 特別純米 十水仕込
「雨垂れ石を穿つ」（高島）

有限会社魚治　「湖里庵」（マキノ）

　伝統的工芸品産業の振興に功績のあった人を顕彰
する 「伝統的工芸品産業大賞」の若手奨励部門奨励
賞に、（有）大與　代表取締役の大西巧

さとし
さん（今津）

が選ばれました。
　今回の受賞は、「櫨

はぜ
１００％のろうそくを“手がけ”

という日本古来の製法で作り続けていること」、「環
境に配慮し、丁寧なものづくりを通して、灯りのあ
る豊かな暮らしの提案を続けていること」、「カラー
バリエーションを増やしたり、絵柄を入れるなどの
新商品の開発に取り組んでいること」、「ミラノデザ
インウィークへの出展や地元工芸家との共同制作な
どさまざまな機会へ積極的に参加を続けられている
こと」が高く評価されました。（商工振興課）

有限会社ライスステーションタカシマ
優良経営体として表彰！

伝統的工芸品産業大賞「若手奨励部門」
和ろうそく大與  大西巧さん奨励賞を受賞

　安曇川町の㈲ライスステーションタカシマが平成
27 年度全国優良経営体表彰の法人経営体部門で「全
国担い手育成総合支援協議会長賞」を受賞されまし
た。この表彰は、農業経営の改善や地域農業の振
興・活性化に優れた功績を挙げた農業者を称えるも
ので、農林水産省などが実施しています。
　同社は、水稲を中心に約 87ha の大規模経営を行
い、集落あっての農業経営を心掛け、「常に集落全
体と周辺地域のことを考える」、「率先して集落の物
事に対処する」を理念に経営をされています。集落
からの信頼も厚く、率先して農業関連事業に取り組
んでおられます。（農業政策課）

《各区間の概要》
１区（小学生女子）１ｋｍ
２区（小学生男子）１ｋｍ
３区（中学生女子）３ｋｍ
４区（中学生男子）３ｋｍ
５区（一般女子）　  ３ｋｍ
６区（一般男子）  　６ｋｍ
７区（一般男子）  　６ｋｍ
８区（一般女子）  　４ｋｍ

　11 月 22 日（日）に希望が丘文化公園で開催された、
「第 59 回滋賀県民駅伝競走大会」に高島市から８名
の選手が出場し４位に入賞されました（１時間 33 分
10 秒）。また、３区中学生女子の清水ひなたさん（湖
西中）が区間賞を受賞されました。（市民スポーツ課）

参加 10市中　４位…入賞
滋賀県民駅伝競走大会

井上光咲さん
（今津東小）
記録：３分 26秒

當銘涼雅さん
（高島高）

記録：11分 31秒

横田麻里亜さん
（大阪芸大）

記録：14分 38秒

清水ひなたさん
（湖西中）

記録：10分 53秒

岸田力斗くん
（高島小）

記録：３分 56秒

佐竹勇樹くん
（高島中）

記録：９分 51秒

福田　樹くん
（高島高）

記録：19分 7秒

八田大貴くん
（龍谷大）

記録：19分 35秒

１区

４区 ５区 ６区

７区 ８区

２区 ３区

つないだ  タスキ　～８人の軌跡～

グラウンドゴルフ
高島市チャンピオン大会

　10 月 30 日（金）にマキノ高原において第 11 回
高島市男女別グラウンドゴルフチャンピオン大会が
行われ、次の方が入賞されました。（市民スポーツ課）
（男子）
　優　勝　　砂川　兼雄さん（今津）
　準優勝　　岡村　敦夫さん（今津）
　第３位　　山下　　茂さん（朽木）

（女子）
　優　勝　　中山　友子さん（今津）
　準優勝　　向井　慶子さん（今津）
　第３位　　村上由紀子さん（今津）

山下さん 岡村さん 砂川さん 中山さん 向井さんさん 村上さん

ＮＨＫ「民謡魂ふるさとの唄」収録
伝承の唄と音頭を披露

フィナーレ（ふるさとの唄伝承会、高島音頭保存会が出演）

　11 月８日（日）に高島市民会館でＮＨＫ「民謡
魂ふるさとの唄」の収録が行われました。市内外か
ら多くの観客が来場し、会場は大変にぎわいました。
市内からは、漁師の田村さんが昔の漁にまつわるお
話をされたほか、ふるさとの唄伝承会の皆さんが「地
曳き網唄」を披露されました。フィナーレは、高島
音頭保存会の皆さんも合流し、高島音頭を実演。客
席と一体となって大きく盛り上がり、収録終了後も、
しばしの余韻に包まれました。（秘書広報課）

区
間
賞
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●…子どもの成長支える関係者集い開催

市・県青少年育成大会

　ガールスカウト第 30 団（新旭地域）が滋賀県知
事表彰を、またガールスカウト第 45 団（マキノ地域）
と高校生時代から子どもの体験活動のボランティア
として積極的に活動されている新旭町の桂田誉音さ
んが県民会議会長表彰をそれぞれ受賞されました。
　活動発表では、トゥインクルスターズのチアリー
ディングやガールスカウト湖西地区によるカラーガ
ード演技が披露され、県内各地から約４００人の参
加者が集う盛大な大会となりました。

意見発表をする髙山　唯さん（今津中）

　市と県の青少年育成大会がそれぞれ市内で開催
されました。（青少年課）

　安曇川町の井上貴峰さんが善行青少年表彰を、朽
木の海老澤文代さんが青少年健全育成功労表彰を受
けられました。井上さんは、中学生時代から小学生
の良きお手本として子どもの体験活動に取り組まれ
ています。また海老沢さんは、旧朽木村青少年育成
村民会議や高島市青少年育成市民会議の会長として
青少年の健全育成にご尽力いただきました。
　中学生の意見発表では、市内各中学校の代表者が
普段感じている思いを熱く語りました。
　基調講演では、元大阪府警察少年補導職員の野澤
征子さんから、今の若者の現状や、スマホなどの通
信機器による危険性などをテーマにお話いただき
ました。「どんなに通信機器が発達しても子どもた
ちの心を動かすのは人の心です。」という話に参加
された皆さんも大きくうなずいておられ、改
めて地域ぐるみでの見守りの大切さを実感
する機会となりました。最後に、「ネットの
危険から高島の子どもを守る運動を推
進するための緊急アピール」を行い、
１６０人を超える参加者から賛同の拍
手が沸き起こりました。

めて地域ぐるみでの見守りの大切さを実感
する機会となりました。最後に、「ネットの
危険から高島の子どもを守る運動を推

１６０人を超える参加者から賛同の拍

11 月７日（土）／藤樹の里文化芸術会館
▼滋賀県青少年育成県民大会

11 月 22 日（日）／安曇川公民館ふじのきホール
▼高島市青少年育成大会

　11 月 15 日（日）、朽木で「第２回ＦＡＩＲＹ　Ｔ
ＲＡＩＬ（フェアリートレイル）びわ湖高島トレイル
ランニング　in くつき」が開催されました。
 　この大会は、朽木のトレイルコースを舞台に健脚
を競う大会です。高島市の自然・風土・食文化を通じ、
ランナーが「来てよかった」と感動し、おもてなしを
する地元の人々が「来てもらってよかった」と感謝す
る。両者の想いがつながり、ともに幸せを感じる大会
の実現をコンセプトにしています。
 　コースは、ロングコース約 40km、ショートコー
ス約 18km で、およそ７７０名のランナーが参加さ
れました。

　当日は前日からの高島しぐれで、山中の
コースは足元が不安定ではありましたが、
ランナーの皆さんは色づき始めた山の景色
を楽しんで走れたようで、一様に晴れやか
な笑顔でゴールされていました。
　最後に来年の開催予定も宣言され、参加

第２回…FAIRY……TRAIL びわ湖高島トレイルランニング in くつき
トレイルを舞台に健脚競う

者の皆さんはまた新たな目標に向かって期待を膨ら
ませておられました。（秘書広報課）

youtube

親子の琵琶湖教室
太郎兵衛さん縁

ゆ か り

の地巡り
　11 月 15 日（日）、水のめぐみ館アクア琵琶が開
催している「親子の琵琶湖教室　琵琶湖に生きた太
郎兵衛さん物語」の第 4 回目が、藤本太郎兵衛の
故郷である高島市で行われました。
　26 名が参加した今回のツアーでは、湖

コ ス モ
水守号に

乗って高島市を訪れ、語り手の石田弘子さんのお話
を聞きながら、太郎兵衛の銅像や新旭町深溝にあ
る生家などを巡りました。参加者の方々は、「瀬田
の洗

あらいぜき
堰がなぜ高島の人と関わるのかと思

っていたけど、お話を聞いてよくわかっ
た。」と、ツアーを楽しまれていました。

（秘書広報課）

熱気球琵琶湖横断
３年ぶりに湖上へ  ふわり

　11 月 29 日（日）に、安曇川町近江白浜を出発
地点に「第 39 回熱気球琵琶湖横断レース」が行わ
れました。今年は、風速や気候などの条件がそろい、
３年ぶりに琵琶湖を横断するコースとなりました。
対岸の東近江市能登川を目指し、37 基のカラフル
な熱気球が一斉に飛び立つと、訪れた人は歓声をあ
げたり、シャッターを切ったりと楽しまれました。

（秘書広報課）

第 11 回  高島市美術展覧会、青少年美術展覧会  開催！
市民芸術作品が一堂に１７６９点 !!

　11 月 20 日（金）から 24 日（火）まで、新旭
体育館を会場に、第 11 回高島市美術展覧会と青少
年美術展覧会を同時開催しました。会場には、合
計１, ７６９点もの作品が集まり、５日間で合計
４, ７１６人の方々に鑑賞していただきました。
　高島市美術展覧会の出品３１７点の中から、高島
市美術展賞（最優秀賞）を受賞された作品を紹介し
ます。受賞された皆さん、おめでとうございます。

（社会教育課）

作品は市ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

（敬称略）

高島市美術展賞受賞作品

青少年美術展覧会の様子

平面の部
「映る」

吉本　香苗

書
の
部

「
偶
桓
詩
」

飯
住　
和
子

写真の部
「憂愁」

西村　道子

立体の部
「谷渡り」

山口　明

工芸の部
「希望の道」

千野　久子

工芸の部

写真の部

平面の部
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このコーナーに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課  （32）1132 までお気軽にお問い合わせください

　教育委員会 information
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６

　子育てをお手伝いできる子育てサポーターを募集するにあたり、「子育てサポーター
養成講座」を開講します。

◆会場　働く女性の家（高島市今津町今津 1640 番地） ◆定　員　20 人
◆時間　午前：９時 45 分～　　午後：13 時～ ◆参加費　無料
※未就学児の託児があります。（講座の１週間前までに要予約）
※受講終了後、高島市ファミリー・サポート・センターの提供会員として登録できます。（任意）

“子育てサポーター”養成講座を開講します
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・ ＮＰＯ法人　元気な仲間　
　　　高島市ファミリー・サポート・センター　たすけあい高島　
　　　事務局　新旭駅西ショッピングセンターエスパ内
　 （33）7805

（受付時間　火～土　10 時～ 17 時　　定休日　日・月・祝日・年末年始）
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ァ
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リ
ー
・
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ト
・
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タ
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と
は

開講日 午前 午後
 １月 23 日土  保育の心  安全・事故　幼児安全法
 １月 30 日土  障がいのある子どもの預かりについて  子どもの世話へのケアと援助
 ２月  ６日土  心の発達と保護者のかかわり  小児看護の基礎知識
 ２月 13 日土  子どもの栄養と食生活  身体の発育と病気
 ２月 20 日土  子どもの遊び  子育て支援サービスを提供するために

ど
ん
な
時
に
利
用
で
き
る
の
？
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象
と
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る
お
子
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ん

料
金

会員同士を
引き合わせる

援助

報酬

提供会員利用会員

高島市ファミリー・
サポート・センター
「たすけあい高島」

子育てを
手伝って

ひきうけ
ます

援助
依頼

援助
打診

　
　

　11 月６日（金）に、市内外の教職員や教育関係者約１３０名が今津東小学校に
集い、高島市小中一貫教育について共に考えるフォーラムを実施しました。
　フォーラムでは、今年度高島市小中一貫教育で推進している「小学校における教
科担任制」の授業を、今津東小学校と朽木東小学校の２校が公開し、実際に児童の
学ぶ姿を見て、その成果と課題について意見を交換しました。
　どちらも６年生の算数の授業で、今津東小学校では当校の先生が、朽木東小学校
では朽木中学校の数学の先生が、それぞれ教科担任として、学級担任の先生と共に
授業を進めました。授業では、中学校の数学の学習との関連づけが行われ、比例・
反比例に関する課題の解決に向けて生き生きと取り組む両校の児童の姿から、小学
校における教科担任制の成果を確認しました。
　昨年度より引き続き指導をいただいている秋田大学の阿部昇先生からも、両校の

「言葉を大切にする授業」を大いに評価していただきました。また、小中学校の９
年間の学びをつなぎ、子どもたち自身が進んで課題解決を目指す授業を一貫して行
うことが学力向上につながるとのアドバイスをいただきました。
　今後も小学校における教科担任制の成果と課題をふまえ、市内の小中学校が一体
となって小中一貫教育を推進します。
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と
希
望
を
も
っ
て
積
極
的

に
社
会
参
加
で
き
る
自
立
力
・
社
会
力
を
養
っ
て
い
く
こ
と
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
知
識
・
技
術
・
経
験
を
子
ど
も
た
ち

の
体
験
活
動
に
生
か
し
て
く
だ
さ
る
方

を
「
子
ど
も
の
体
験
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー

バ
ン
ク
」
に
登
録
し
て
、
各
団
体
の
要

望
に
応
じ
た
講
師
や
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
験
活
動
に
つ

い
て
の
相
談
や
、
備
品
の
貸
し
出
し
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
体
験
活
動
に
関
す
る
相
談

や
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
へ
の
参
加

に
つ
い
て
は
、
青
少
年
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

（
３
２
）
４
４
５
８

 （
３
２
）
０
９
９
０

　
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す

人
材
育
成
を
目

的
に
、
子
ど
も

た
ち
と
楽
し

く
活
動
す
る
た

め
の
基
礎
知
識

や
技
能
、
安
全

管
理
な
ど
に
つ

い
て
学
ぶ
「
子

教
育
委
員
会
の
取
り
組
み

平
成
27
年
度
の

青
少
年
課

高島市教育委員会
第 11 回定例会報告
　11 月 16 日開催

子
ど
も
の
体
験
活
動
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

●
子
ど
も
の
体
験
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー

　
バ
ン
ク

●
子
ど
も
の
体
験
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー

　
養
成
講
座

ど
も
の
体
験
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
年
５
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
以
降
も
２
回
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
今
後
の
予
定

第
４
回

・
日
時　
１
月
30
日
（
土
）
10
時
～
14
時

・
内
容　
地
元
の
野
菜
で
お
や
つ
作
り

第
５
回

・
日
時　
３
月
５
日
（
土
）
９
時
～
12
時

・
内
容　
木
の
実
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
作
り

※
会
場
は
い
ず
れ
も
安
曇
川
公
民
館

○協議・報告事項
・マキノ北小学校跡地利用提言書について
・平成 28 年３月中学校卒業予定者の第１次進路志望調査について
・小学校におけるう歯対策について
・平成 28 年度小中一貫教育の方向性について
・平成 27 年 12 月補正予算にかかる予算要求概要について

第２回高島市小中一貫教育フォーラムを実施しました

竹
パ
ン
作
り
を
学
習

教
科
担
任
制
の
授
業
の
成
果
を
確
認
（
算
数
の
授
業
）

今津東小学校

朽木東小学校
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健康推進課　 （２５）８０７８　 （２５）５６７８
kenko@city.takashima.lg.jp

　
高
島
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

40
～
74
歳
の
方
で
、
今
年
度
特
定
健
診
の
受
診

が
ま
だ
の
方
へ
、
11
月
下
旬
に
特
定
健
診
受
診

券
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　
「
特
定
健
診
」
通
称
「
メ
タ
ボ
健
診
」
は
、

心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
深
刻
な
生
活
習
慣
病
の

前
触
れ
で
あ
る
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
に
着
目
し
た
健
診
で
す
。
病
気
の
芽
を
早

い
段
階
で
発
見
し
て
摘
み
取
り（
病
気
の
発
症・

重
症
化
の
予
防
）、
生
活
習
慣
改
善
に
つ
な
ぐ

た
め
の
大
切
な
健
診
で
す
。
健
診
の
チ
ャ
ン
ス

は
１
年
に
１
度
で
す
。
今
年
も
こ
の
機
会
を
逃

さ
ず
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
で
の
受
診
は
１
月
31
日
ま
で

が
受
診
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
滋
賀
県
内
の
委
託
医
療
機
関
で
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
健
康
推
進
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

高島市国民健康保険に
加入されている 40～ 74歳の方へ

１月末まで

食の健康教室
参加者募集 !!

３月は子育て中の男性を対象とした、家族
の健康を考えた調理実習です。託児も行っ
ていますので、教室に専念していただけま
す。初めての方もぜひご参加ください。

　子どもにとって、おやつは４番目の食事
です。一緒におやつのことを考えてみま
しょう。

▼   日時　２月22日（月）10 時～ 13 時
▼   場所　安曇川公民館

▼   内容　子どもと一緒に食べたいおやつ作り

▼   対象　子育て中の保護者、妊婦等

▼   日時　３月13日（日）10 時～ 13 時

▼   場所　安曇川公民館

▼   内容　男性限定！　クッキング

▼   対象　子育て中の保護者（男性限定）

▼   定員　20 人（定員になり次第締め切ります。）

▼   持ち物　エプロン、三角巾、１人２００円（材料負担金）

▼   申込方法　電話、ファックス、メール
　　　　　　 名前、連絡先、住所をお書きください。
※毎月の内容は、市ホームページの食育をご覧ください。

１月末

受診期限
迫る！

太
っ
て
な
い
か
ら
メ
タ
ボ
健
診
を

受
け
て
も
意
味
が
な
い
の
で
は
？

→　

太
っ
て
な
く
て
も
、「
血
圧
が
高

い
」「
血
糖
が
高
い
」「
脂
質
異
常
が

あ
る
」
な
ど
各
検
査
の
結
果
ご
と
に

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
有
無
が
チ
ェ
ッ

ク
で
き
ま
す
。「
年
に
１
度
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
の
日
」
と
し
て
、
特
定
健

診
を
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ1
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
・
糖
尿
病
・

脂
質
異
常
症
な
ど
）
通
院
中
な
の

で
健
診
を
受
け
な
く
て
よ
い
？

→　
治
療
中
の
人
も
対
象
で
す
。
健
診

を
受
診
し
て
い
た
だ
く
か
、「
治
療

中
患
者
情
報
提
供
」
に
つ
い
て
主
治

医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ2 特
定
健
診 　

   

＆
Ｑ

Ａ

※毎月の内容は、市ホームページの食育をご覧ください。

３月は子育て中の男性を対象とした、家族
の健康を考えた調理実習です。託児も行っ
ていますので、教室に専念していただけま
す。初めての方もぜひご参加ください。

10 時～ 13 時

※毎月の内容は、市ホームページの食育をご覧ください。

３月は子育て中の男性を対象とした、家族
の健康を考えた調理実習です。託児も行っ
ていますので、教室に専念していただけま

※毎月の内容は、市ホームページの食育をご覧ください。
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☆消費生活相談は【 消費者ホットライン  ☎１
い

８
や

８
や

 】へ
音声ガイダンスが流れ郵便番号を入力すると、最寄りの相談窓口につ
ながります。つながった時点から通話料金がかかります。

市
民
協
働
課
　
（
２
５
）
８
５
２
６

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
は
、

家
庭
の
中
の
問
題
・
個
人
の
問
題
と
見

過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
暴
力
は
ど
ん

な
場
合
で
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
が
暴
力
を
振
る
わ
れ
る
の

は
、
決
し
て
あ
な
た
が
悪
い
か
ら
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
23
年
に
内
閣
府
が
行
っ
た
調
査

で
は
、
約
４
人
に
１
人
が
配
偶
者
か
ら

被
害
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し

て
い
る
よ
う
に
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

は
身
近
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

□ 

殴
ら
れ
る
、
蹴
ら
れ
る
、
物
を
投

    

げ
つ
け
ら
れ
る

□ 

避
妊
に
協
力
し
て
も
ら
え
な
い

□ 

生
活
費
を
渡
さ
な
い

□ 

大
声
で
怒
鳴
ら
れ
る
、
無
視
さ
れ
る

こ
れ
ら
は
、
Ｄ
Ｖ
の
一
例
で
す
。

　
も
し
、つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
た
ら
、

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
元
夫
（
妻
）
や
恋
人
か
ら
の
暴

力
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

○
女
性
の
た
め
の
悩
み
相
談
室

　
※
予
約
制
対
面
相
談

　
予
約
電
話
（
２
２
）
４
０
５
２

　
日
時　
月
４
回
（
水
・
土
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分　

　
場
所　
働
く
女
性
の
家
等

　
（
詳
し
く
は
、
32
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

○
子
ど
も
家
庭
相
談
課

　
　
☎
（
２
５
）
８
５
１
７

《
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
》

○
県
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
７
７
（
５
６
４
）
７
８
６
７

○
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
４
８
（
３
７
）
８
７
３
９

緊
急
の
場
合
は
、

　
　
警
察
（
１
１
０
番
）
へ
!!

こ
れ
ら
は
、
Ｄ
Ｖ
の
一
例
で
す
。

こ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
・
・
・

生
活
相
談
課 

　
（
２
５
）
８
１
２
５

事 例 低
温
や
け
ど
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

❶ 

就
寝
時
に
使
用
し
て
い
た
湯
た

ん
ぽ
で
、
右
足
に
水
泡
が
で
き

た
。

❷ 

腰
に
カ
イ
ロ
を
貼
り
、
電
気
毛

布
を
つ
け
た
ま
ま
就
寝
し
た
。
翌

日
起
き
る
と
腰
に
痛
が
ゆ
さ
が

あ
っ
た
。

❸ 

こ
た
つ
で
就
寝
し
朝
起
き
る
と
、

足
指
か
ら
出
血
し
て
お
り
熱
傷

に
気
づ
い
た
。

●低温やけどとは？
　体温よりやや高めのものが、皮膚の
同じ場所に長時間接触し続けることで
起きます。それほど熱いと感じない
ままやけどになってしまうものです。
44℃で３～４時間、46℃では 30 分
～１時間、50℃では２～３分で皮膚
が損傷を受けると言われています。

○
低
温
や
け
ど
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
長
時
間
同
じ
場
所
を
温
め
な

い
こ
と
で
す
。

○
暖
房
器
具
や
湯
た
ん
ぽ
、カ
イ
ロ
等
を
使
用
す
る
場
合
に
は「
製

品
の
使
用
上
の
注
意
」
を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。

○
布
団
が
暖
ま
っ
た
ら
湯
た
ん
ぽ
や
あ
ん
か
は
布
団
か
ら
出
し
ま

し
ょ
う
。

○
就
寝
時
に
カ
イ
ロ
の
使
用
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

○
電
気
毛
布
等
は
高
温
で
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
低
温
や
け
ど
は
水
で
冷
や
し
て
も
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見
た

目
よ
り
重
症
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
痛
み
や
違
和
感
が

あ
る
場
合
は
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
点
と
対
処
法
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地域包括支援課
（地域包括支援センター）

（25）8150
（25）5490

内　　容
人身事故発生件数
死 者 数
傷 者 数

発生場所
マ キ ノ
今 　 津
朽 　 木
安 曇 川
高 　 島
新 　 旭

火　災
建 物
車 両
林 野
そ の 他
救　急

交通事故
一般負傷
急 病
そ の 他
救　助

火 災
交通事故
水難事故
そ の 他

件　数
1 件
0 件
0 件
0 件

件　数
17 件
20 件

125 件
22 件
件　数

0 件
1 件
0 件
3 件

累計（1月～）
10 件
6 件
0 件
6 件

累計（1月～）
190 件
376 件

1538 件
261 件
累計（1月～）

0 件
17 件
2 件

15 件

件　数
１１０件
　　３人
１５２人

件　数
　１６件
　１８件
　　４件
　２７件
　１６件
　２９件

前年比
－37 件
－ 5 人
－46 人

（平成 27 年 11 月末現在） （平成 27 年 11 月末現在）

交通事故発生状況 火災・救急・救助件数 環境放射線測定結果
高島警察署　 (22)0110 消防総務課　 (22)5401 原子力防災対策室　 (25)8133

11 月平均値（平日測定）
マキノ（マキノ支所前駐車場）

今　津（今津支所玄関北側）

朽　木（朽木支所前駐車場）

安曇川（安曇川支所裏駐車場）

高　島（高島支所東駐車場）

新　旭（市役所北側玄関前）

０．０６７μ Sv/h 

０．０７７μ Sv/h

０．０６０μ Sv/h

０．０５７μ Sv/h

０．０５０μ Sv/h

０．０６０μ Sv/h

0.066

0.060

0.060

0.055

0.052

0.061

前月平均値

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h
※測定地点は他に 24 か所あります。測定結果は、
市のホームページをご覧ください。
※通常の値はおおむね 0.2 μ Sv/h 以下です。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年
１

月
26
日
に
、
法
隆
寺
の
金
堂
が
火
災
に

あ
い
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
に
よ
り

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期

は
一
年
で
最
も
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
財
を
火

災
・
震
災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る
と

と
も
に
、
文
化
財
愛
護
に
関
す
る
意
識

の
高
揚
を
は
か
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
市
内
に
は
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま

す
。
文
化
財
周
辺
で
の
た
き
火
、
喫
煙

は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

周
辺
に
は
ご
み
や
紙
く
ず
等
を
捨
て
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　
文
化
財
は
、
歴
史
・
文
化
を
正
し
く

理
解
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

貴
重
な
国
民
共
有
の
財
産
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
か
ら
文
化
財
を
守
り
、
歴

史
的
遺
産
を
大
切
に
保
護
し
後
世
に
伝

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

昨年度の文化財防火デー、白鬚神社（鵜川）での消防訓練のようす

文
化
財
課
　
（
３
２
）
４
４
６
７

１
月
26
日
は

文
化
財
防
火
デ
ー
で
す

　文化財防火デーにあわせて
　消防訓練を開催します。

１月 24 日 日 　９時～
興聖寺（朽木岩瀬）

興聖寺の旧秀隣寺庭園は国の名勝に、
本堂は市の有形文化財にそれぞれ指定
されています。
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訪問歯科診療

介護サービス事業所

かかりつけ医

在宅療養支援診療所等

病院

訪問薬局

訪問看護ステーション

ケアマネジャー

保健所

地域ボランティア
社会福祉協議会

見守りネットワーク活動の支援

ボランティアの調整 など

高島市医療連携

ネットワーク協議会
連携

ご本人・家族

地域包括支援課
（地域包括支援センター）

　
高
島
市
で
は
、高
齢
者
の
増
加
に
と
も
な
い
、

医
療
や
介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
増
加
し
、
在

宅
で
医
療
を
受
け
る
方
が
ま
す
ま
す
多
く
な
る

と
見
込
ま
れ
ま
す
。
本
人
が
在
宅
で
療
養
さ
れ

る
に
あ
た
り
、
多
職
種
の
専
門
職
が
連
携
し
な

が
ら
療
養
生
活
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
．
ど
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
の
？

Ａ
．
希
望
さ
れ
る
区
・
自
治
会
に
お

伺
い
し
開
催
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
誰
が
来
て
く
れ
る
の
？

Ａ
．
在
宅
医
療
に
関
わ
る
医
師
、
歯

科
医
師
、
保
健
師
等
が
直
接
お

伺
い
し
ま
す
。

Ｑ
．
い
つ
来
て
く
れ
る
の
？

　
　
時
間
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
？

Ａ
．
日
程
や
時
間
帯
は
、
ご
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
90
分
程

度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
ど
ん
な
内
容
の
講
座
？

Ａ
．「
在
宅
医
療
っ
て
何
？
」「
自
宅

で
受
け
ら
れ
る
医
療
や
介
護

は
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

の
？
」
と
い
う
皆
さ
ん
の
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
。
ま
た
、
在

宅
医
療
や
介
護
の
現
状
と
高
島

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話

し
し
て
い
ま
す
。　
　

多職種連携イメージ図

　高齢者を介護されている家族の方、過去に介
護経験のある方、介護に関心のある方、皆さん
で情報交換をしたり、介護の知識や技術につい
て学んでみませんか。
　学習会では認定看護師を迎えて認知症の方の
食事ケアについて学習します。

▼日時　１月 15 日金　13 時～ 16 時

▼場所　安曇川公民館　カルチャールーム　

▼申込締切　１月 14 日（木）までに、地域包括支援課にお
申し込みください。

　13 時～情報交換
　14 時～学習会　「認知症ケア～食事について～」
　 　講師　地域包括ケア事業研究会人材・開発研究センター
　　　　　認知症看護認定看護師　西村　優子　氏

家族介護教室

▶
上
針
畑
地
域
で
の
様
子

在
宅
医
療
　
　   

出
前
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す

参
加
者
の
声

在
宅
医
療
出
前
講
座　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

Q
＆
A

　
皆
さ
ん
は
、
在
宅
医
療
と
聞
く
と
、「
漠
然

と
し
た
不
安
」
や
「
在
宅
で
医
療
を
受
け
る
イ

メ
ー
ジ
が
も
ち
に
く
い
」
な
ど
と
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
高
島
市
で
は
、
医
師
会
と
市
が
協
働
で
地
域

に
お
伺
い
し
、
在
宅
医
療
出
前
講
座
を
開
催
し

皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
朽
木
の
下
針
畑
地
域
、
上
針
畑

地
域
、
安
曇
川
の
沖
田
区
、
マ
キ
ノ
の
蛭
口
区

で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々
が
積
極
的

に
意
見
交
換
や
質
問
を
さ
れ
、
在
宅
医
療
に
つ

い
て
自
分
の
身
に
置
き
換
え
て
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
地
域
で
も
在
宅
医
療
出
前
講
座
を

開
催
し
大
切
な
人
や
ご
自
分
の
「
自
分
ら
し
い

生
き
方
」
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

在
宅
医
療
出
前
講
座
の
ご
希
望
に
つ
い
て

は
、
地
域
包
括
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。



朝
の
風　

我
は
海
の
子　

滋
賀
の
里

夢
に
見
る　

松
茸
飯
の　

母
の
味

渡
り
鳥　

琵
琶
湖
の
湖
面　

帯
つ
く
る

除
夜
の
鐘　

払
い
て
落
ち
ぬ　

欲
の
煤す

す

年
始
め　

お
か
げ
さ
ま
で
と　

手
を
合
わ
す

木
枯
ら
し
の　

去
り
て
銀ぎ

ん
な
ん杏　

道
覆
ふ

汚
染
ゴ
ミ　

行
き
先
つ
か
ず　

雪
の
し
た

新
年
も　

元
気
で
歩
も　

初
日
の
出

年
の
瀬
や　

病
癒
え
し
と　

菓
子
届
く

通
学
路　

黄
の
旗
持
ち
て　

孫
笑
顔

た
め
ら
い
を　

い
く
つ
重
ね
て　

貼
る
切
手

鯉
の
稚
魚　

優
雅
に
泳
ぐ　

す
ば
ら
し
さ

柿か
き
す
だ
れ簾　

秋
の
彩
り　

風
物
誌

キ
ラ
キ
ラ
と　

ダ
イ
ヤ
の
様
な　

朝
の
露

家
康
も　

恐
れ
し
真
田
の　

六ろ
く
も
ん
せ
ん

文
銭

秋
晴
に　

杖
つ
れ
て
食
す　

牛
負
け
た

万
引
犯　

意
外
に
多
い　

高
齢
者

夢
追
い
つ　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

金
メ
ダ
ル

一
面
に　

蕎
麦
の
花
咲
く　

秋
日
和

路
地
の
雪　

ふ
た
掻
き
み
掻
き　

初
仕
事

野
紺
菊　

う
ね
り
煽あ

お

ら
れ　

風
や
さ
し

友
と
出
会
う　

知
っ
た
か
ぶ
り
な　

誰
だ
っ
た
の

笑
う
栗　

だ
ん
ま
り
栗
あ
り　

マ
キ
ノ
園

文
化
祭　

目
に
栄
養
入
れ　

脳
活
動

新
成
人　

門
出
を
称
え　

祝
福
を

祝の
り
と詞

聞
く　

赤あ
か
ご児

に
幸
あ
れ　

宮
参
り

深
ま
り
し　

に
し
き
折
り
な
す　

秋
の
山

涸か

れ
川
に　

夢
打
つ
杭
の　

ひ
び
き
な
り

寒
い
夜よ

は　

ぶ
り
大
根
で　

ひ
と
り
酒

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

作
品
鑑
賞　

文
化
の
日

さ
さ
や
か
な　

希
望
を
指め

ざ

し　

初
詣

登
校
す
る　

学
童
の
声　

さ
わ
や
か
に

休
肝
の　

翌
日
酒
の　

旨
さ
か
な

初
売
り
で　

爆
買
い
し
た
が　

金
と
ぼ
し

天て
ん
ぐ
ゆ

狗
湯
に　

友
と
温
も
り　

夢
如
し　

ひ
と
工
夫　

お
し
ゃ
れ
楽
し　

ハ
イ
ポ
ー
ズ

ト
ラ
ブ
ル
が　

無
け
れ
ば
い
い
が　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

今
一
度　

自
分
を
見
つ
め　

再
始
動

曙
は　

魞え
り

に
た
だ
よ
ふ　

い
さ
ざ
船

中
崎　
徳
子
（
朽
・
桑
原
）

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

北
原　
　
宏
（
今
・
今
津
）

北
川　
国
重
（
安
・
青
柳
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

白
井
や
よ
い
（
高
・
宮
野
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

田
谷
多
見
雄
（
安
・
南
古
賀
）

松
田　
節
子
（
新
・
新
庄
）

山
本　
節
子
（
今
・
南
新
保
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

伊
丹　
孝
子
（
高
・
勝
野
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

髙
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

橋
本　
重
生
（
今
・
今
津
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

𠮷
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

進
士　
良
治
（
新
・
太
田
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

頃
常　
芳
子
（
今
・
今
津
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

神
社
道　

紅
葉
舞
い
散
り　

冬
真ま

ぢ
か近

「
気
力
で
」
と　

背
中
押
さ
れ
る　

す
す
き
原

さ
わ
や
か
に　

肌
さ
す
風
や　

初は

る春
う
ら
ら

優
良
賞　

広
報
高
島
誌　

む
く
わ
れ
て

真
黒
な　

葭よ
し
ず簀
も
下
ろ
し　

秋
の
暮

思
う
こ
と　

数
々
あ
る
が　

先
ず
感
謝

足
腰
を　

病
み
て
注
射
が　

く
せ
と
な
り

古
里
の　

宮
を
色
ど
る　

紅も
み
じ葉
か
な

忘
年
会　

歌
ひ
は
し
ゃ
い
で　

酒
も
歌
う

鐘
の
音
と　

つ
る
べ
落
と
し
の　

秋
の
く
れ

五
郎
丸　

忍
法
？
魔
法
？　

あ
の
ポ
ー
ズ

区
の
集
会　

男
料
理
の　

芋
う
ま
し

出
揃
っ
た　

作
る
苦
労
の　

品
評
会

照
り
映
え
る　

錦き
ん
し
ゅ
う秋
の
里　

山
！
湖う

み

！
空
！

又
会
お
う　

何
年
越
し
の　

賀
状
か
な

老
い
た
姉　

割
引
き
電
話　

今
朝
も
鳴
る

唄
歌
い　

心
満
ち
た
る　

月
の
夜

解
体
の　

撚
糸
機
感
謝　

清
め
酒

降
り
や
ま
ず　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に　

雪
、
希

の
ぞ
み

月
一
度　

み
ん
な
の
体
操　

待
ち
遠
し

冬
来
る　

身
を
安
じ
て
く
れ
る　

遠
方
の
孫

偸と
う
あ
ん安

の　

夢
醒
め
や
ら
ず　

早
や
八や

そ

じ
十
路

鐘
の
音ね

も　

と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
て　

秋あ
き

時し
ぐ
れ雨

鍋
囲
む　

家
族
の
絆　

よ
り
固
く

古
人
は
言
う　

誠
に
勝
る　

仕
事
な
し

新
年
を　

祝
う
雑
煮
に　

無
病
祈
る

さ
く
ら
草そ

う　

元
気
に
咲
い
て　

苗
植
え
る

今
夜
な
べ　

や
さ
い
コ
ー
ナ
ー
で
？　

手
が
出
な
い

健
康
が　

宝
と
諭
し　

ゴ
ル
フ
行
く

サ
ザ
ン
カ
の　

ち
り
し
木
の
下　

花
ザ
ブ
ト
ン

初
詣
で　

雪
の
階

き
ざ
は
し
　

ゆ
っ
く
り
と

三
姉
弟　

米
寿
に
卒
寿　

ほ
て
白
寿

倍
増
の　

ふ
る
さ
と
納
税　

あ
り
が
と
う

待
ち
わ
び
て　

願
い
叶
え
し　

善
光
寺

ぼ
け
ま
い
と　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
で　

頭ず

を
使
う

銀い
ち
ょ
う杏

の
黄
に　

真
紅
の
紅も

み
じ葉

が　

照
り
映
え
て

紅
葉
を　

テ
レ
ビ
で
満
喫　

旅
気
分

新
し
き　

旭
迎
え
て　

朝
が
来
た

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

鞍
田　
作
枝
（
新
・
饗
庭
）

福
井　
　
良
（
安
・
西
万
木
）

河
原
田　
勝
（
今
・
岸
脇
）

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
）

和
田
阿
也
子
（
新
・
旭
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

小
和
田
富
枝
（
新
・
旭
）

上
田　
え
み
（
マ
・
浦
）

太
田　
和
美
（
マ
・
蛭
口
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

枝　
　
常
信
（
安
・
川
島
）

木
村
ふ
さ
ゑ
（
新
・
太
田
）

霜
降　
里
子
（
新
・
藁
園
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
）

枝　
き
ぬ
枝
（
安
・
常
磐
木
）

田
中
せ
つ
子
（
高
・
勝
野
）

足
立　
幸
子
（
新
・
熊
野
本
）

上
原　
三
芳
（
新
・
深
溝
）

岡
田　
明
子
（
新
・
安
井
川
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

日
浅　
倭
子
（
新
・
太
田
）

八
木　
　
宏
（
高
・
鴨
）

川
尻　
耕
生
（
今
・
松
陽
台
）

野
田　
敏
子
（
新
・
旭
）

森
本　
幸
枝
（
今
・
梅
原
）

井
保　
孝
夫
（
安
・
西
万
木
）

澤
辺
み
さ
を
（
新
・
藁
園
）

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
）

すてきな作品をお待ちしています！

なお、Eメールで投稿する場合は、漢字の直後に (　) 書きで読みがなを記入してください。

　郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・電話番号を書き添えて投稿してください。
　作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

▼ 投 稿 先　
郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地
　　　　　高島市秘書広報課あて
メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。 （企画広報課）

みんなでつくるみんなのページ

みんなで

 ▼次回締切　　　　▼掲載月

 1 月25 日　  3 月号（月）
必着/

242016.１月号

　国民年金は、老後やもしもの時にあなたの大
きな支えとなります。保険料の納め忘れが続く
と老後に年金を受け取ることができなくなるば
かりか、納付が遅れると障害年金や遺族年金を
受け取れない場合があります。もしもの時に後
悔することのないよう、保険料はきちんと納期
限内に納めましょう！（納期限は翌月末で、２
年経過すると時効により納められなくなります。）

★　保険料免除などの承認された期間（多段階免除
承認期間において一部納付がない期間は除かれ
ます。）は、老後に年金を受け取るための資格期
間に含まれるだけでなく、万一の時に、障害基
礎年金や遺族基礎年金を受け取る資格期間にも
含まれます。また、失業された方は、離職票や
雇用保険受給資格者証等を添付すれば、前年の
所得に関係なく免除される特例もありますので、
必ずご相談ください。

国民年金保険料の納付が困難なときは
　国民年金には、保険料納付が免除される制度
や猶予される制度があります。納付が困難だか
らといってそのままにせず、必ず市役所保険年
金課または各支所で手続きを行ってください。

納付が困難なときは【保険料免除制度】
　経済的な理由などで、保険料を納めることが困
難な時に利用できます。申請が承認されると保険
料納付の全額または一部（4 分の 3、2 分の 1、
4 分の 1）が免除されます。保険料免除は、本人
と配偶者、世帯主の前年所得が一定額以下であれ
ば承認されます。

30 歳未満の方は【若年者納付猶予制度】
　本人が 30 歳未満であるときに限って利用でき
ます。申請が承認されると保険料の全額について
の納付が猶予されます。納付猶予は本人と配偶者
の前年所得が一定額以下であれば、世帯主の前年
所得にかかわらず承認されます。

学生の方は　【学生納付特例制度】
　本人が学生であるときに限って利用できます。
申請が承認されると保険料の全額について納付が
猶予されます。学生納付特例は、本人の前年の所
得が一定額以下であれば、配偶者や世帯主の前年
の所得にかかわらず承認されます。

保険年金課　 （25）8137
　大津年金事務所　 077（521）1789

国民年金保険料は遅れずに
きちんと納めましょう！

高島市民病院　 （36）0220

　昨年秋に第３回高島市民病院まつりを開催したと
ころ、たくさんの方にご来場いただきありがとうご
ざいました。
　子どもたちをはじめ、皆さんの楽しそうな笑顔に
職員一同感謝し、共に楽しめた事を嬉しく思います。
　病院は病気の時以外にも身近な存在でなければな
りません。病気の早期発見のために定期的な健康診
断をはじめ、出前講座や健康講座の開催、病院まつ
りなどを通じて、地域の身近な健康づくりの拠点と
なるように今後も取り組んでいきたいと思います。

　模擬店の売上金 125,350 円は高島市社会福祉協議会
を通じて、たかしま見守り募金に全額寄付いたしました。
ありがとうございました。

（健康講座）

（消防車・救急車の展示）

（腹腔鏡操作体験）

（内視鏡操作体験）

　各体験コーナー、出店にたくさんの方にお越
しいただきました。
　簡単健康チェックやミニスポーツテスト、内
視鏡・腹腔鏡の操作体験、また、薬剤師体験な
ど病院ならではの体験コーナーを皆さんに楽し
んでいただき、健康について、医療のお仕事に
ついて関心を持っていただきました。
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